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神
戸
大
学
に
お
け
る
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業
の
取
り
組
み

跡
部　
史
浩

は
じ
め
に

　

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
は
、
二
〇
二
三
年
度
よ
り

日
本
学
術
振
興
会
「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業
」（
二
〇
二
七
年

度
ま
で
、
以
下
強
化
事
業
）
を
受
託
し
て
い
る
。
本

事
業
は
、「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
」（
二
〇
一
八
～

二
〇
二
二
年
度
、
以
下
推
進
事
業
）
の
後
継
と
し
て

開
始
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
構
築
事
業
の
内
容
を
整
理

し
た
う
え
で
、
神
戸
大
学
に
お
け
る
強
化
事
業
の
取

り
組
み
を
報
告
す
る
。

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
活
動
報
告

一　

人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進

事
業

　

文
部
科
学
省
内
に
設
置
さ
れ
た
「
基
礎
科
学
力
の

強
化
に
関
す
る
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
」
は
、
二
〇
一
七

年
四
月
「
基
礎
科
学
力
の
強
化
に
向
け
て
―
「
三
つ

の
危
機
」
を
乗
り
越
え
、
科
学
を
文
化
に
―
」
を
公

表
し
た

（
（
（

。
こ
の
報
告
書
は
論
文
数
の
減
少
な
ど
を
例

示
し
、
日
本
に
お
け
る
「
基
礎
科
学
力
の
ゆ
ら
ぎ
」

に
対
す
る
危
機
感
を
示
す
。
こ
の
原
因
と
し
て
は
、

①
「
研
究
の
挑
戦
性
・
継
続
性
を
め
ぐ
る
危
機
」
＝

基
盤
的
経
費
の
減
少
な
ど
よ
る
自
立
的
な
研
究
の
困

難
化
、
②
「
次
代
を
担
う
研
究
者
を
め
ぐ
る
危
機
」

＝
若
手
研
究
者
の
雇
用
・
研
究
環
境
の
劣
化
、③
「「
知

の
集
積
」
を
め
ぐ
る
危
機
」
＝
拠
点
的
機
能
を
果
た

し
う
る
有
力
大
学
等
へ
の
支
援
経
費
の
集
中
、「「
知

の
集
積
」
の
場
の
多
様
性
」
の
不
十
分
さ
な
ど
が
指

摘
さ
れ
た
。こ
れ
ら
に
対
す
る
対
応
策
の
う
ち
、「（
４
）

世
界
に
開
か
れ
た
魅
力
あ
る
研
究
環
境
の
構
築
」
の

中
で
、「
研
究
情
報
基
盤
の
充
実
」
を
図
る
施
策
と
し

て
、
以
下
が
示
さ
れ
た
。

　
　
　

社
会
科
学
分
野
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
検
討
す
る
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
体
制
に
よ
る
デ
ー
タ
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と

し
て
の
機
能
に
特
化
し
、
中
立
的
か
つ
持
続
的

な
活
動
を
可
能
と
す
る
組
織
的
な
枠
組
み
と
し
、

社
会
科
学
系
デ
ー
タ
の
一
元
的
な
収
集
・
保
管
・

提
供
・
活
用
を
図
る
。（「
基
礎
科
学
力
の
強
化

に
向
け
て
」
一
九
頁
）

　

こ
れ
を
受
け
、
二
〇
一
八
年
よ
り
推
進
事
業
が
実

施
さ
れ
る（

２
）。

推
進
事
業
で
は
、
人
文
学
・
社
会
科
学

分
野
の
研
究
デ
ー
タ
管
理
が
研
究
者
個
人
に
委
ね
ら

れ
る
場
合
が
多
く
、
研
究
者
の
異
動
・
退
職
に
よ
り
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デ
ー
タ
が
散
逸
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
、
デ
ー
タ
を

社
会
的
に
共
有
す
る
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
文
学
・
社
会
科
学
分
野
に

お
け
る
総
合
的
な
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
の
構
築
が
目
指

さ
れ
た
。

　

実
施
体
制
に
つ
い
て
、「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー

タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
セ
ン
タ
ー
」

が
日
本
学
術
振
興
会
内
に
設
置
さ
れ
、
事
業
全
体
を

統
括
し
た
。
ま
た
、
国
立
情
報
学
研
究
所
が
シ
ス
テ

ム
開
発
な
ど
を
担
当
し
、
両
機
関
が
「
中
核
機
関
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
デ
ー
タ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
機
能

の
強
化
な
ど
に
取
り
組
む
「
拠
点
機
関
」
は
公
募
に

よ
り
選
定
さ
れ
、
社
会
科
学
分
野
の
四
機
関
、
人
文

学
分
野
の
一
機
関
が
事
業
を
受
託
し
た（

３
）。

　

推
進
事
業
の
成
果
と
し
て
、
拠
点
機
関
が
提
供

す
る
デ
ー
タ
を
横
断
的
に
検
索
で
き
る
「
人
文
学
・

社
会
科
学
総
合
デ
ー
タ
カ
タ
ロ
グ
」（Japan D

ata 

C
atalog for the H

um
anities and Social 

Sciences

＝JD
cat

）
が
構
築
さ
れ
た（

４
）。

　

ま
た
、
人
文
学
・
社
会
科
学
分
野
に
お
け
る
「
研

究
者
が
デ
ー
タ
を
広
く
共
有
し
利
用
し
合
う
文
化
の

醸
成（

５
）」

の
た
め
、「
人
文
学
・
社
会
科
学
に
お
け
る
デ
ー

タ
共
有
の
た
め
の
手
引
き（

６
）」

が
作
成
・
公
開
さ
れ
た
。

こ
の
「
手
引
き
」
で
は
、
社
会
科
学
研
究
を
中
心
に
、

研
究
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
意
義
や
、
実
際
の
デ
ー
タ

管
理
に
か
か
る
注
意
点
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
人

文
学
に
つ
い
て
も
、
歴
史
資
料
の
写
真
デ
ー
タ
な
ど

を
事
例
に
、
コ
ラ
ム
的
に
基
本
的
な
考
え
方
が
示
さ

れ
て
い
る
。

二　

人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化
事
業

　

二
〇
二
三
年
一
〇
月
、「
人
文
学
・
社
会
科
学
の

デ
ー
タ
共
有
、
利
活
用
を
促
進
す
る
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
等
の
基
盤
の
充
実
・
強
化
」
を
目
的
と

す
る
強
化
事
業
が
開
始
さ
れ
た（

７
）。

日
本
学
術
振
興
会

が
担
っ
て
い
た
中
核
的
機
能
は
東
京
大
学
史
料
編
纂

所
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
に
移
さ
れ
た
。
国

立
情
報
学
研
究
所
は
、
引
き
続
き
「
シ
ス
テ
ム
担
当

機
関
」
と
し
て
、JD

cat

の
運
用
な
ど
を
担
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

神
戸
大
学
附
属
図
書
館
は
、
所
蔵
デ
ー
タ
を

JD
cat

に
連
携
す
る
拠
点
機
関
と
し
て
、
強
化
事
業

に
加
わ
っ
て
い
る
。
現
在
、
メ
タ
デ
ー
タ
を
連
携
す

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
実
施
し
て
お
り
、
本
格

的
な
デ
ー
タ
連
携
の
開
始
は
二
〇
二
五
年
度
中
を
予

定
し
て
い
る
。

　

連
携
予
定
の
デ
ー
タ
は
、
①
明
治
末
期
～
昭
和
期

の
経
済
・
経
営
に
関
す
る
新
聞
記
事
類
（
新
聞
記
事

文
庫
）、
②
古
文
書
類
（
郷
土
文
献
資
料
）、
③
震
災

文
庫
が
所
蔵
す
る
阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
連
資
料
で

あ
り
、
各
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
作
業
を
行
う
小

チ
ー
ム
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
学
内
に
「
人
文
学
・

社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
強
化

推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
各
チ
ー
ム
・
図
書
館
職

員
の
統
括
、JD

cat

と
の
連
携
や
資
料
の
取
り
扱
い

に
関
す
る
協
議
に
あ
た
っ
て
い
る
。
以
下
、
各
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
取
り
組
み
を
述
べ
る
。

①
新
聞
記
事
文
庫

　

神
戸
大
学
の
前
身
で
あ
る
神
戸
高
等
商
業
学
校
は
、

一
九
一
二
年
調
査
部
を
設
置
し
、
企
業
の
営
業
報
告

書
な
ど
の
資
料
を
収
集
し
て
い
た
。
新
聞
記
事
収
集

も
こ
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
新
制
大
学
化
以
後
も

一
九
七
〇
年
ま
で
継
続
さ
れ
た
。
作
成
さ
れ
た
切
り

抜
き
帳
は
約
三
二
〇
〇
冊
、
記
事
数
は
約
五
〇
万
件

に
の
ぼ
る（

８
）。

紙
面
の
画
像
は
一
九
九
〇
年
代
よ
り
デ

ジ
タ
ル
公
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
強
化
事
業
で

は
閲
覧
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
記
事
の
翻
刻
・

校
正
を
進
め
て
い
る
。
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②
貴
重
書
・
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
郷
土
文

献
資
料
）

　

附
属
図
書
館
は
、
古
典
籍
や
古
文
書
、
古
地
図
な

ど
約
七
万
点
の
「
貴
重
書
・
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

を
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
強
化
事
業
で
は
附

属
図
書
館
が
購
入
、
あ
る
い
は
寄
贈
を
受
け
て
き
た

「
郷
土
文
献
資
料
（
古
文
書
）」
の
デ
ー
タ
連
携
を
予

定
し
て
い
る
。

　

郷
土
文
献
資
料
に
関
し
て
は
、
地
域
連
携
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
調
査
が
長
期
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、
電

子
化
や
翻
刻
、
文
書
群
の
解
題
作
成
な
ど
が
進
め
ら

れ
て
き
た（

９
）。

強
化
事
業
で
も
メ
タ
デ
ー
タ
の
整
理

や
、
資
料
の
電
子
化
、
補
修
作
業
を
進
め
て
お
り
、

二
〇
二
四
年
度
ま
で
に
公
開
用
画
像
約
五
七
〇
〇
枚

の
撮
影
が
完
了
し
た
。
ま
た
、
海
外
ユ
ー
ザ
ー
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、資
料
に
英
語
タ
イ
ト
ル
（
ロ
ー

マ
ナ
イ
ズ
）
を
付
与
す
る
た
め
の
準
備
を
行
っ
て
い

る
。

③
阪
神
・
淡
路
大
震
災
関
連
資
料（
震
災
文
庫
）

　

震
災
文
庫
は
、
一
九
九
五
年
社
会
科
学
系
図
書
館

内
に
設
置
さ
れ
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
関
す
る

資
料
を
収
集
す
る
資
料
室
で
あ
る

（
（1
（

。
二
〇
二
五
年
四

月
現
在
、
約
五
万
七
〇
〇
〇
件
の
資
料
を
所
蔵
し
て

い
る
。
強
化
事
業
で
は
、
地
元
テ
レ
ビ
局
サ
ン
テ
レ

ビ
ジ
ョ
ン
の
取
材
映
像
の
公
開
に
向
け
た
取
り
組
み

を
「
他
機
関
の
デ
ー
タ
受
入
や
受
託
」
と
し
て
位
置

づ
け
、
現
在
一
九
九
五
年
一
月
二
〇
日
分
ま
で
の
映

像
を
公
開
し
て
い
る

（
（1
（

。
ま
た
、
デ
ー
タ
解
析
の
要
素

を
拡
充
す
る
た
め
、
所
蔵
資
料
に
位
置
情
報
を
付
与

し
て
い
る
。

　

加
え
て
、
二
〇
二
四
年
度
に
は
阪
神
・
淡
路
大
震

災
か
ら
三
〇
年
を
迎
え
た
。
こ
の
機
会
を
と
ら
え
、

新
た
な
関
連
資
料
の
受
け
入
れ
を
進
め
る
た
め
、
展

示
会
へ
の
資
料
の
貸
し
出
し
な
ど
、
震
災
三
〇
年
に

関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
・
協
力
し
た
。

同
年
度
の
新
規
の
資
料
登
録
は
五
一
〇
件
、
利
用
者

数
は
四
九
九
名
と
な
っ
た
（
前
年
度
比
二
二
五
名
増
、

取
材
な
ど
を
含
む
）。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
構
築
事
業
の
概
要
整
理
、
強
化
事
業

の
取
り
組
み
に
関
す
る
報
告
を
行
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
特
に
震
災
資
料
を
中
心
と
す
る
セ

ン
シ
テ
ィ
ブ
な
情
報
を
含
む
資
料
に
つ
い
て
、ス
ム
ー

ズ
な
資
料
の
登
録
・
公
開
に
か
か
る
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

作
成
や
、
そ
の
た
め
の
協
議
を
行
う
こ
と
な
ど
も
課

題
と
な
る
。

　

読
者
の
方
々
に
も
、
附
属
図
書
館
所
蔵
資
料
、

JD
cat

の
利
用
を
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

註（
１
） https://w

w
w

.m
ext.go.jp/com

ponent/a_
m

enu/science/detail/__icsFiles/afieldfi
le/2017/06/07/1384930_02_1.pdf

　

   

最
終
閲
覧
日
：
二
〇
二
五
年
八
月
三
〇
日
（
以

下
断
り
の
無
い
限
り
同
日
）

（
２
） 

推
進
事
業
に
関
し
て
は
以
下
の
資
料
に
よ
っ
て

ま
と
め
た
。

　

・「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
の
成
果
と
今
後
の
展

望
（
報
告
書
）」（
二
〇
二
二
年
六
月
二
二
日
）

　
　

https://w
w

w
.jsps.go.jp/file/storage/

general/j-di/data/houkokusyo.pdf

　

・「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
」

　
　

 https://w
w

w
.m

ext.go.jp/​​
content/20230705-m

xt_
sinkou01-000031139_003.pdf

（
３
） 

受
託
機
関
は
下
記
の
通
り
。
社
会
科
学
分
野
＝

大
阪
商
業
大
学JG

SS

研
究
セ
ン
タ
ー
、
慶
応
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義
塾
大
学
経
済
学
部
附
属
経
済
研
究
所
パ
ネ
ル

デ
ー
タ
設
計
・
解
析
セ
ン
タ
ー
、
東
京
大
学
社

会
科
学
研
究
所
附
属
社
会
調
査
・
デ
ー
タ
ア
ー

カ
イ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
橋
大
学
経
済
研
究

所
、
人
文
科
学
分
野
＝
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
。

（
４
） https://jdcat.jsps.go.jp/?page=1&

size=
20&

sort=w
tl&

search_type=0&
q=0

（
５
） 

前
掲
注
２
「「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
の
成

果
と
今
後
の
展
望
」
七
頁
。

（
６
） https://w

w
w

.jsps.go.jp/file/storage/
general/j-di/data/guide/tebiki_p.pdf

（
７
） 

前
掲
注
２
「
人
文
学
・
社
会
科
学
デ
ー
タ
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
構
築
推
進
事
業
の
成
果

に
つ
い
て
」。

（
８
） https://lib.kobe-u.ac.jp/da/np/

（
９
） https://lib.kobe-u.ac.jp/da/m
onjo/

（
10
） 

震
災
文
庫
の
設
立
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
は
稲
葉

洋
子『
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
図
書
館
活
動
』（
Ｗ

Ｅ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
二
〇
〇
五
年
）
に
詳
し
い
。

（
11
） 

サ
ン
テ
レ
ビ
取
材
映
像
の
公
開
に
向
け
た
取

り
組
み
は
、
佐
々
木
和
子
「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
映
像
へ
の
肖
像
権
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
適
用

の
実
践;

神
戸
大
学
震
災
文
庫
で
の
公
開
に

む
け
て
」（『
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
学
会
誌
』

Vol.7,N
o.3

、
二
〇
二
三
年
）
に
詳
し
く
述
べ

ら
れ
て
い
る
。

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
古
文
書
室
架
蔵
文
書
群
の
紹
介
（
一
四
）

◇
播
磨
國
加
西
郡
各
村
々
役
場
文
書

変
遷
（
牛
居
村
）　
播
磨
国
加
西
郡
牛
居
村
（
江
戸
期
～
明
治
二
二
）
→
兵
庫
県
加

西
郡
下
里
村
牛
居（
明
治
二
二
～
昭
和
四
二
）→
兵
庫
県
加
西
市
牛
居
町（
昭

和
四
二
～
）

支
配　
豊
臣
氏
蔵
入
地
→
木
下
家
定
領
→
姫
路
藩
領
→
姫
路
藩
支
藩
領
→
幕
府
領
→

出
石
藩
領
→
清
水
家
領
→
会
津
藩
領
→
明
治
維
新

点
数　
一
一
三
点

年
代　
弘
化
五
（
一
八
四
八
）
～
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
※
年
代
明
記
分

内
容　

ほ
ん
ら
い
「
加
西
郡
牛
居
村
・
大
村
・
尾
崎
村
・
琵
琶
甲
村
戸
長
役
場
文

書
」
と
呼
ぶ
べ
き
文
書
群
か
。
数
少
な
い
近
世
文
書
で
あ
る
文
書
番
号
三
の

村
入
用
帳
五
点
が
牛
居
村
の
も
の
な
の
で
、
同
村
が
出
所
の
可
能
性
も
あ
る

が
、
戸
長
役
場
関
係
は
右
記
村
々
に
関
す
る
も
の
が
含
ま
れ
る
。
明
治
一
二

～
一
三
年
の
も
の
が
比
較
的
多
く
、
三
新
法
期
の
戸
長
役
場
の
実
態
を
知
り

う
る
史
料
群
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

伝
来　
古
書
店
よ
り
購
入
（
二
〇
〇
七
年
度
）

所
属　
附
属
図
書
館
人
文
科
学
図
書
館
（
人
文
学
研
究
科
古
文
書
室
架
蔵
）
※
研
究

室
備
付
扱
い

目
録　
未
整
理

参
考
文
献　
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典 

兵
庫
県
』、『
日
本
歴
史
地
名
大
系 

兵
庫
県

　
　
　
　
　

Ⅰ
』 

、『
加
西
市
史 

第
二
巻
本
編
２ 

近
世
・
近
現
代
』                                         

 （
木
村
修
二
）


